
（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
リ
ー
ス
業
務
の
範
囲
等
）

（
リ
ー
ス
業
務
の
範
囲
等
）

第
十
七
条

規
則
第
二
百
二
十
二
条
第
二
項
第
七
号

及
び
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
第
十
五
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す

る
機
械
類
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
さ
せ
る
業
務

（
以
下
「
リ
ー
ス
業
務
」
と
い
う
。）に
よ
る
収
入

の
額
の
合
計
額
に
占
め
る
規
則
第
二
百
二
十
二
条

第
二
項
第
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
又
は
第
二
百
二
十

七
条
第
二
項
第
十
五
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

要
件
の
全
て
を
満
た
す
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
業
務
に
よ
る
収
入
の
額
の
割
合
が
百
分
の
五
十

を
下
回
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

第
十
七
条

規
則
第
二
百
二
十
二
条
第
二
項
第
七
号

及
び
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
第
十
五
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
同
号
に
掲
げ
る
リ
ー
ス
物
品
等

を
使
用
さ
せ
る
業
務
（
以
下
「
リ
ー
ス
業
務
」
と

い
う
。）に
よ
る
収
入
の
額
の
合
計
額
に
占
め
る
同

号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
も
満

た
す
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に
よ
る
収

入
の
額
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら
な
い
こ

と
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

令和年月日 木曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
三
号

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
・
法
務
庁
・
厚
生
省
・
農
林
省
令
第
一
号
）
第
二
百
二

十
二
条
第
二
項
第
七
号
及
び
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
第
十
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規

程
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎




